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人
の
秘
密
基
地
―
―
こ
ん

な
言
葉
に
ピ
ッ
タ
リ
の
キ

ャ
ン
プ
場
が
伊
豆
下
田
に

が
ど
こ
よ
り
も
楽
し
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

多
く
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
区
画
が
整
備

さ
れ
、
電
源
や
水
回
り
な
ど
施
設
が
充

実
し
て
い
る
中
、
ま
さ
に
秘
密
基
地
感

覚
に
溢
れ
た
キ
ャ
ン
プ
場
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
が
、V

ILLA
GE 

IN
G

（
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
イ
ン
ク
）
代
表
取

締
役
の
橋
村
和
徳
さ
ん
。
伊
豆
下
田
を

拠
点
に
、
既
存
の
キ
ャ
ン
プ
場
と
は
一

味
も
ふ
た
味
も
違
っ
た
「
大
人
の
た
め

の
遊
び
場
づ
く
り
」
を
運
営
。
キ
ャ
ン

プ
界
で
、
い
ま
注
目
の
パ
ー
ソ
ン
だ
。

　

裾
野
が
広
い
観
光
産
業
の
活
性
化
は

地
方
創
生
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
も
な
っ

て
い
る
が
、
静
岡
銀
行
は
「
し
ず
お
か

観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」
を
通
じ
て
、

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
イ
ン
ク
に
８
０
０
０
万
円

を
出
資
。
金
融
面
を
は
じ
め
幅
広
い
支

援
を
展
開
し
て
い
る
。
今
回
は
、
静
岡

銀
行
の
地
方
創
生
の
考
え
方
や
体
制
、

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
組
み
な
ど
を
見
た

た
う
え
で
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
イ
ン
ク
へ
の

サ
ポ
ー
ト
内
容
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

中
部
（
東
海
）
地
方
に
位
置
し
、
日

本
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
富
士
山
を
持
つ

地
方
版
総
合
戦
略
で
は
特
に

「
し
ご
と
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

あ
る
。
そ
こ
は
目
の
前
が
海
、
周
囲
は

山
に
囲
ま
れ
、
ま
る
で
無
人
島
に
来
た

か
の
よ
う
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
船
で
し

か
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
秘
境
の
地
に

あ
る
。

　

幼
い
頃
、
親
し
い
友
達
と
一
緒
に
作

っ
た
秘
密
基
地
の
思
い
出
は
、
大
人
に

な
っ
て
も
決
し
て
色
褪あ

せ
る
こ
と
な

く
、
多
く
の
人
の
心
の
中
に
残
っ
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
仲
間
と
と

も
に
作
っ
た
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
な
遊
び
場

大

静
岡
県
。
県
内
人
口
は
約
３
７
０
万
人

で
、
都
道
府
県
別
の
人
口
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
10
位
だ
。
静
岡
県
の
人
口
動
態
を

見
る
と
、
ピ
ー
ク
だ
っ
た
２
０
０
７
年

の
約
３
７
９
万
人
か
ら
減
少
傾
向
と
な

り
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
75
万
人
が
減

少
し
て
約
３
０
４
万
人
と
な
る
こ
と
が

推
計
さ
れ
て
い
る
（
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
「
日
本
の
地
域
別
将

来
推
計
人
口
」）。

　

人
口
動
態
で
特
徴
的
な
の
は
、
静
岡

県
は
東
京
圏
（
東
京
都
、
神
奈
川
・
埼

玉
・
千
葉
県
）
へ
の
転
出
超
過
数
が
７

割
超
を
占
め
て
お
り
、
県
外
へ
の
転
出

者
と
県
内
へ
の
流
入
の
差
を
示
す
社
会

減
は
７
５
６
１
人
。
こ
れ
は
全
国
ワ
ー

ス
ト
２
位
で
あ
る
。

　

静
岡
県
で
は
「
美
し
い
〝
ふ
じ
の
く

に
〟
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
を
昨
年
10
月
に
策
定
。
人
口
減
少

を
克
服
し
て
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、「
オ
ー
ル
静

岡
」
で
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
だ
。

　

こ
う
し
た
中
、
静
岡
銀
行
は
、
県
や

県
内
35
市
町
と
連
携
し
て
地
方
創
生
に

力
を
注
ぐ
。
そ
の
ス
タ
ン
ス
な
ど
に
つ

い
て
、
若
林
紀
伸
・
地
方
創
生
部
理
事

部
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
地
域
金
融
機
関
と
し
て
地
方
創
生
に

積
極
的
に
関
与
し
、
よ
り
機
動
的
な
対

応
を
図
る
た
め
、
昨
年
６
月
よ
り
地
方

創
生
部
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
地
方
創

生
と
一
口
に
言
い
ま
し
て
も
、
そ
の
テ

ー
マ
は
非
常
に
幅
広
い
の
で
、
地
方
創

生
部
が
中
心
と
な
っ
て
本
部
各
部
や
グ

ル
ー
プ
会
社
と
連
携
し
、
各
種
施
策
の

検
討
と
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
様
々
な
知
見
を
活
か

し
、
地
方
公
共
団
体
、
産
業
界
、
教
育

機
関
等
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
地
域

の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
や
は
り
地
方
版
総
合
戦
略
の
中
で

は
特
に
『
し
ご
と
』
が
重
要
な
要
素
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
ど
う
関
わ

っ
て
、
地
方
創
生
を
実
現
し
て
い
く
か

が
大
き
な
役
割
で
す
」

　

地
方
創
生
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
が

「
広
域
連
携
」
だ
。
静
岡
に
は
県
の
ほ

か
、
二
つ
の
政
令
指
定
都
市
と
33
の
そ

の
他
市
町
が
あ
る
が
、
縦
割
り
行
政
を

是
正
。
１
市
町
単
位
で
は
な
く
、
共
通

の
魅
力
や
課
題
等
を
持
っ
た
地
公
体
、

あ
る
い
は
地
域
活
性
化
に
資
す
る
ソ
フ

ト
を
共
有
で
き
る
地
公
体
が
連
携
し
て

地
方
創
生
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
大
き

な
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

そ
こ
で
静
岡
銀
行
は
昨
年
７
月
、
各

地
公
体
の
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に

向
け
、
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

県
内
の
西
部
・
中
部
・
東
部
各
地
域
で

行
わ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
静
岡
県
と

県
内
す
べ
て
の
市
町
が
参
加
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
隣
接
す
る
市
町
が

課
題
や
問
題
意
識
を
共
有
し
た
ほ
か
、

戦
略
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
、
定
住
促
進
や

地
域
経
済
活
性
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
静
岡

セ
ミ
ナ
ー
や
会
議
を
開
催
し

広
域
連
携
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

銀
行
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
。
地
方

創
生
部
で
は
、
し
ず
お
か
観
光
活
性
化

フ
ァ
ン
ド
を
活
用
し
た
地
域
振
興
ノ
ウ

ハ
ウ
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

９
月
25
日
に
は
、
県
内
の
市
町
の
首

長
、
す
べ
て
の
地
公
体
の
担
当
職
員
ら

が
地
方
創
生
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

う
「
地
方
創
生
全
体
会
議
」
を
、
テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
開
催
。
静

岡
銀
行
か
ら
は
、
中
西
勝
則
頭
取
を
は

じ
め
全
支
店
長
を
含
む
役
職
員
３
０
０

名
が
出
席
。
加
え
て
教
育
機
関
、
商
工

会
議
所
な
ど
関
連
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
な

ど
総
勢
４
７
０
名
が
同
シ
ス
テ
ム
を
通

じ
て
参
加
し
た
。

　

会
議
当
日
、
増
田
寛
也
・
日
本
創
生

会
議
座
長
は
東
京
営
業
部
で
講
演
し
、

地
方
創
生
の
重
要
性
や
ポ
イ
ン
ト
を
助

言
。
全
国
に
先
駆
け
て
地
方
版
総
合
戦

略
を
策
定
し
た
西
原
茂
樹
・
牧
之
原
市

長
は
、
榛
原
支
店
か
ら
参
加
し
、
戦
略

の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

「
当
行
は
『
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、

と
も
に
そ
の
解
決
に
あ
た
る
』
と
い
う

社
会
的
責
任
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
静

岡
県
は
東
西
に
長
く
、
西
部
・
中
部
・

東
部
と
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
地
域
特
性

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
セ
ミ
ナ

第2回

「
独
創
的
な
キ
ャ
ン
プ
事
業
」
支
援
の
取
組
み

静
岡
銀
行

事
業
性
を
評
価
し
て
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
投
資
を
決
定

秘
境
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
運
営
す
る

南
伊
豆
の
事
業
者
の
成
長
を
支
援




